
広報

No.989 2016年（平成28年）

7
1日号

【人口と世帯数】平成28年6月1日現在
（うち外国人住民）
●総人口91,028人（1,040人）
●　男　44,843人（305人）
●　女　46,185人（735人）
●世帯数39,545世帯
　　　　　※外国人住民の世帯を含む

【５月中の動き】※外国人住民を含む
●転入　241人　●転出　219人
●出生　 58人　●死亡　　　95人

◆国民健康保険税　納税通知書・決定通知書を送付します（Ｐ２）
◆介護保険料の納入通知書・決定通知書を７月中旬に送付します（Ｐ４）
◆熱中症を予防しましょう（P５）

今月の日曜開庁 7月24日㊐ 8時30分〜17時15分

市 民 課（2階）　☎（20）1502
市民税課（2階）　☎（20）1577
収 税 課（2階）　☎（20）1578

　 本納支所　　　　☎（34）2111
証明書等交付時間を延長 毎週水曜日 19時まで  市 民 課（2階）　☎（20）1502

※一部取り扱えない業務もありますので、くわしくはお問い合わせください

市の花
コスモス

市の木
つつじ

（S45.11.10指定）

（H9.10.20指定）

夏を彩る、鯛ちょうちん
　市内茂原の八坂神社で、地元の保存会による「鯛ちょうちん」作りが
行われました。これは、五穀豊穣などを願った茂原の郷土民芸品として
受け継がれており、７月２日、３日の夏祭りで約700個が配布されます。
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皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
保

険
税
は
、
保
険
医
療
機
関
な
ど
へ

の
医
療
費
の
支
払
い
に
使
わ
れ
る

国
保
運
営
の
た
め
の
重
要
な
財
源

で
す
。
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

の
で
、
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
付

し
ま
し
ょ
う
。

◆
所
得
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

世
帯
内
の
被
保
険
者
全
員
と
世

帯
主
の
所
得
金
額
の
合
計
が
軽
減

基
準
額
以
下
の
場
合
、
均
等
割
額

お
よ
び
平
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま

す
が
、
世
帯
の
被
保
険
者
の
な
か

に
所
得
の
状
況
が
不
明
な
方
が
い

る
場
合
は
軽
減
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。
所
得
申
告
が
必
要
な
方

は
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

窓
口
で
納
付
さ
れ
る
方
、
口
座

振
替
に
よ
り
納
付
さ
れ
る
方
に

は
、
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

す
で
に
年
金
天
引
き
で
納
付
さ

れ
て
い
る
方
に
は
、
決
定
通
知
書

兼
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。

◆
特
例
対
象
被
保
険
者
等
の
負
担

軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す

会
社
都
合
な
ど
、
特
定
の
理
由

で
離
職
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
、
左

表
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
保

険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
届
出
が

ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
必
ず

国
民
健
康
保
険
税

　
納
税
通
知
書
・
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
27
年
３
月
31
日
か
ら
平
成

28
年
３
月
30
日
の
間
に
離
職

し
、
届
出
を
し
て
平
成
27
年
度

国
民
健
康
保
険
税
に
こ
の
軽
減

が
適
用
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、
平
成
28
年
度
分
は
改
め
て

届
出
を
し
な
く
て
も
自
動
的
に

軽
減
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

◆
課
税
限
度
額
の
引
上
げ

国
の
法
令
改
正
に
あ
わ
せ
、
課

税
限
度
額
が
左
表
の
と
お
り
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◆
軽
減
措
置
判
定
基
準
額
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た

国
の
法
令
改
正
に
あ
わ
せ
、
平

等
割
お
よ
び
均
等
割
の
５
割
軽
減

お
よ
び
２
割
軽
減
の
軽
減
判
定
所

得
の
基
準
が
左
表
の
と
お
り
引
き

上
げ
ら
れ
、
軽
減
さ
れ
る
世
帯
の

範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

◆
納
付
す
る
時
の
注
意
点

納
付
書
は
納
期
別
に
１
枚
ず
つ

切
り
離
さ
れ
た
状
態
で
、
納
税
通
知

書
と
一
緒
に
封
入
し
送
付
し
ま
す
。

納
期
ご
と
に
納
付
す
る
場
合
、

順
番
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
全
期
一
括
納
付
用
の
納

付
書
は
廃
止
し
ま
し
た
。
ま
と
め

て
納
付
す
る
場
合
は
、
納
付
す
る

各
期
の
納
付
書
を
す
べ
て
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

納
付
場
所
や
注
意
事
項
等
の
詳

細
は
、
納
税
通
知
書
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

国
保
年
金
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
３
、Ｆ
⒇
１
６
０
０
へ
。

該当要件

①離職日が平成27年３月31日以後であること。
②離職日において、65歳未満であること。
③「特定受給資格者」および「特定理由離職者」（「雇用保険受給資格　　
　者証」の離職理由コードが次のいずれかの番号）であること。
　【11. 12 . 21 . 22 . 23 . 31 . 32 . 33 . 34】

算出方法 対象者の前年所得のうち、給与所得を30/100として算定。

届出に必
要なもの 雇用保険受給資格者証（原本）　

届出場所 国保年金課（２階 ②番窓口）および本納支所

平成27年度 平成28年度

基礎分
課税限度額 52万円 54万円

後期高齢者
支援金等分
課税限度額

17万円 19万円

介護納付金分
課税限度額 16万円 16万円

平成２７年度 平成２８年度

５割軽減 33万円＋26万円×（被保険者＋特定同一世帯所属者数）
33万円＋26.5万円×（被保険者
＋特定同一世帯所属者数）

２割軽減 33万円＋47万円×（被保険者＋特定同一世帯所属者数）
33万円＋48万円×（被保険者
＋特定同一世帯所属者数）

 

納税通知書 

納付書 
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書
面
の
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル

◆
閲
覧
場
所

　

生
活
課
、
同
課
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
、

市
役
所
１
階
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、
本
納
支
所

提
出・お
問
い
合
わ
せ
は
、

〒
２
９
７—

８
５
１
１

茂
原
市
道
表
１
番
地

生
活
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
５
、Ｆ
⒇
１
６
０
０
へ
。

Ｍseikatu@
city.m

obara.chiba.jp

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
10

月
１
日
㊏
よ
り
施
設
の
貸
出
を
再

開
し
ま
す
。

予
約
の
受
付
は
、
７
月
１
日
㊎

よ
り
旧
茂
原
市
立
図
書
館
（
八
千

代
２—

９
）
２
階
事
務
所
に
て
行

い
ま
す
。

※
受
付
時
間
は
、
平
日
８
時
30
分

～
17
時
。
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
で
の
予
約
不
可
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

☎　

９
５
１
１
、Ｆ　

７
４
４
４
へ
。

く
だ
さ
い
。

な
お
、
す
で
に
口
座
振
替
を
お

申
し
込
み
の
方
は
、
ご
指
定
の
口

座
、
納
付
方
法
に
よ
り
納
期
限
に

振
替
と
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

国
保
年
金
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
３
、Ｆ
⒇
１
６
０
０
へ
。

市
で
は
、
交
通
安
全
の
た
め
の
施

策
を
総
合
的
か
つ
継
続
的
に
推
進

す
る
た
め
、
計
画
（
平
成
28
年
度

～
平
成
32
年
度
）
を
策
定
中
で
す
。

策
定
に
あ
た
り
、「
茂
原
市
交

通
安
全
対
策
会
議
」
に
お
い
て
案

を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
計
画
の
策
定
に
反

映
さ
せ
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　

７
月
１
日
㊎
～
８
月
１
日
㊊

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
土

日
、
祝
日
を
除
く
）

◆
提
出
方
法

後期高齢者医療
平成28年度保険料額
を通知します

第
10
次

茂
原
市
交
通
安
全
計
画（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
市
民
意
見
募
集
）
を
実
施

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
の
方
へ
、
保
険
料
額
の
決
定
通

知
書
を
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

◆
す
で
に
年
金
天
引
き
さ
れ
て
い

る
方
（
特
別
徴
収
）

決
定
通
知
に
よ
り
確
定
し
た
保

険
料
額
か
ら
、
仮
徴
収
額
と
し
て

（
４
月
、
６
月
、
８
月
の
年
金
か

ら
）
納
付
し
た
額
を
差
し
引
い
た

残
り
の
保
険
料
額
を
３
回
に
分
け

て
、
10
月
、
12
月
、
翌
年
２
月
の

年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
納
付
し
た
額
が

確
定
し
た
保
険
料
額
を
超
過
し
て

い
る
場
合
、
超
過
分
は
別
途
通
知

の
う
え
還
付
し
ま
す
。

◆
そ
れ
以
外
の
方

保
険
料
額
の
決
定
通
知
書
と
納

入
通
知
書
（
納
付
書
）
を
７
月
中

旬
に
送
付
し
ま
す
。
金
融
機
関
な

ど
で
各
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て

（24）

（23）

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
施
設
貸
出
の

　
　
　
受
付
を
再
開

平成28年度
6月補正予算

※1万円単位で端数処理しています。
一般会計補正予算額　1億9,235万円
（補正後予算額298億2,635万円）

主な内容
歳　入

【分担金及び負担金】	
　（仮称）茂原長柄スマートＩＣ事業に伴う用地買収委託負担金� 3,467万円

【国庫支出金】	 地方創生推進交付金� 2,371万円
　	 地方創生加速化交付金� 7,068万円

【県支出金】	 地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金� 474万円
	 地域介護・福祉空間整備推進交付金� 1,451万円

【繰越金】	 前年度繰越金� 3,844万円
歳　入
○分担金及び負担金� 3,777万円
○国庫支出金� 9,439万円
○県支出金� 1,925万円
○繰越金� 3,844万円
○諸収入� 250万円
歳　出
○総務費� 4,991万円
○民生費� 1,925万円
○土木費� 5,251万円
○教育費� 7,068万円

【諸収入】	 コミュニティ助成事業補助金� 250万円

歳　出
【総務費】
　情報化推進事業（安心安全地図情報共有システム委託料）� 4,741万円
　コミュニティ活動支援事業� 250万円

【民生費】
　介護基盤等整備促進事業（介護施設のスプリンクラーや介護ロボット等導入に対する補助金）� 1,925万円

【土木費】	 （仮称）茂原長柄スマートIC設置事業� 4,088万円
	 河川改修事業� 903万円

【教育費】	 子どもの読書活動推進事業� 7,068万円

お問い合わせは、財政課（４階）☎（20）1517、Ｆ（20）1603へ。
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介護保険料の納入通知書・決定通知書を
７月中旬に送付します

介護保険制度は、市町村が運営責任者（保険者）となって運営しています。
　40歳以上の皆さんが、保険加入者（被保険者）となって保険料を納め、介護が必要となったときには、
費用の一部（原則１割または２割）を支払ってサービスが利用できる制度です。
　市では介護保険制度を適正に運営するため、３年ごとに「どんなサービスがどれだけ利用されるか」、

「どんな施設がどれだけ必要か」などを推計した「介護保険事業計画」を策定しており、平成28年度は第
６期計画の２年目にあたります。
　平成27年度～29年度の３年間で必要と推計される給付等の見込額の22％を65歳以上の皆さんにご負担い
ただくため、下表のとおり、収入状況や世帯内の住民税課税状況に応じて保険料を９段階に設定しています。

所得段階別保険料（平成28年度分）
軽　減　さ　れ　る　方 基準額を

支払う方 割り増しの保険料を支払う方

第1段階 第2段階 第3段階 第4段階 第5段階 第6段階 第7段階 第8段階 第9段階

生活保護の受
給者または老
齢福祉年金受
給者(市町村民
税世帯非課税)
もしくは世帯全
員が市町村民
税非課税で課
税年金収入額
と合計所得金
額との合計額
が80万円以下

世帯全員が市民税非課税 本人が市民税非課税 本人が市民税課税

課税年金
収入額と合
計所得金額
の合計額が
120万円以下

課税年金
収入額と合
計所得金額
の合計額が
120万円超

課税年金
収入額と合
計所得金額
の合計額が
80万円以下

課税年金
収入額と合
計所得金額
の合計額が
80万円超

合計所得金
額が120万円
未満

合計所得金
額が190万円
未満

合計所得金
額が290万円
未満

合計所得金
額が290万円
以上

基準額（年額55,200円）
×0.45

24,900円
×0.75

41,400円
×0.75

41,400円
×0.9

49,600円
×1.0

55,200円
×1.2

66,200円
×1.3

71,700円
×1.5

82,800円
×1.7

93,800円

納
め
方
は

　
特
別
徴
収
と

　
普
通
徴
収
の

　
　

２
通
り
に
分
か
れ
ま
す

◆
特
別
徴
収
で
納
め
て
い
た
だ
く
方

年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
保
険
料
の

年
額
を
年
６
回
に
分
け
て
、
受
給

さ
れ
て
い
る
年
金
か
ら
の
天
引
き

（
特
別
徴
収
）
と
な
り
ま
す
。

「
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書

兼
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
」
を
７

月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
保

険
料
額
・
年
金
の
種
類
な
ど
の
記

載
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
普
通
徴
収
で
納
め
て
い
た
だ
く
方

年
金
か
ら
の
天
引
き
（
特
別
徴

収
）
以
外
の
方
は
、
７
月
中
旬
に

「
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
兼
領

収
書
」
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
最

寄
り
の
金
融
機
関
な
ど
で
、
各
納

期
限
ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
次
に
該
当
す
る
方
な
ど
は
、
本

来
、
特
別
徴
収
の
場
合
で
も
、

一
時
的
に
納
付
書
で
納
め
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

・
年
度
途
中
で
保
険
料
が
増
額
に

な
っ
た
方
の
増
額
分
。

・
年
度
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た

方
。

・
年
度
途
中
で
老
齢
（
退
職
）
年

金
・
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
の

受
給
が
始
ま
っ
た
方
。

・
年
度
途
中
で
他
の
市
町
村
か
ら

転
入
し
た
方
。

・
年
度
途
中
で
保
険
料
が
減
額
に

な
っ
た
方
。

・
年
金
が
一
時
差
し
止
め
に
な
っ

た
方
。

◆
保
険
料
の
減
免
制
度

災
害
な
ど
に
よ
り
著
し
い
損
害

を
受
け
た
場
合
は
、
保
険
料
の
納

付
を
猶
予
し
た
り
、
減
免
し
た
り

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し

く
は
、
高
齢
者
支
援
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
日
常
生
活
に
介
護
や
支

援
が
必
要
と
感
じ
た
ら
、
お
気
軽

に
高
齢
者
支
援
課
（
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
）
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

高
齢
者
支
援
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
２
、Ｆ
⒇
１
６
１
０

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
２
階
）

☎
⒇
１
５
８
３
、Ｆ
　
６
７
８
８
へ
。

（26）
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皆
さ
ん
の
中
に
は
『
プ
ラ
チ
ナ

タ
ウ
ン
』
と
い
う
小
説
を
お
読
み

に
な
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
。
楡に

れ

周
平
さ
ん
と
い
う

作
家
の
作
品
で
、
テ
レ
ビ
で
も
ド

ラ
マ
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

公
共
事
業
で
、
箱
モ
ノ
を
作
り
過

ぎ
た
結
果
、
周
囲
か
ら
合
併
を
断

ら
れ
る
ほ
ど
の
負
債
を
抱
え
、
財

政
再
建
団
体
に
転
落
寸
前
と
な
っ

た
故
郷
の
町
（
ど
こ
か
で
聞
い
た

よ
う
な
？
）
を
、
何
と
か
立
て
直

そ
う
と
、
大
手
総
合
商
社
に
勤
め

て
い
た
主
人
公
が
町
長
に
就
任
す

る
物
語
で
す
。
そ
の
中
で
、
起
死

回
生
の
策
と
し
て
揚
げ
た
の
が
、

「
巨
大
永
住
型
高
齢
者
向
け
施
設
」

の
建
設
で
し
た
。

今
、
地
方
創
生
の
カ
ギ
と
し

て
、
話
題
に
上
っ
て
き
て
い
る
の

が
、
こ
の
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
で
す
。

Continuing Care Retirem
ent 

Com
m

unity

と
は
、「
継
続
的
な

ケ
ア
付
引
退
後
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

の
こ
と
。
高
齢
者
が
自
立
し
て
生

活
で
き
る
う
ち
に
特
定
の
施
設
に

入
居
し
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て

も
、
適
切
な
医
療
を
受
け
な
が
ら

生
活
で
き
る
と
い
う
も
の
で
、
以

前
こ
の
欄
で
書
い
た
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
や
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に

も
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

少
し
違
う
の
は
「
ハ
ッ
ピ
ー
リ
タ

イ
ア
メ
ン
ト
」
と
い
う
考
え
方
で

し
ょ
う
か
。
住
居
棟
、
要
介
護
棟
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
歩
い
て

５
分
で
行
け
る
総
合
病
院
棟
が
併

設
さ
れ
、
健
康
に
過
ご
せ
る
中
高

年
世
代
が
移
り
住
み
、
新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
ま
す
。
そ

こ
で
は
、
文
化
芸
術
を
楽
し
ん
だ

り
、
体
育
館
や
プ
ー
ル
で
体
を
動

か
し
た
り
、
高
齢
者
が
余
生
を
楽

し
む
一
方
、
医
療
と
介
護
施
設
を

併
設
す
る
こ
と
で
、
安
心
し
た
老

後
を
保
証
さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
長
柄
町
と
リ
ゾ
ー
ト
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
千
葉
大
学
が
連

携
し
、「
リ
ソ
ル
生
命
の
森
」
に

お
い
て
、
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
今
、
日
本
の
あ
ち

こ
ち
に
こ
の
よ
う
な
施
設
は
作
ら

れ
始
め
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

入
居
す
る
に
は
高
額
の
費
用
が
掛

か
り
ま
す
。
こ
の
構
想
は
、
幸
せ

な
生
活
の
た
め
な
ら
、
お
金
を
出

し
て
も
Ｏ
Ｋ
と
い
う
高
所
得
高
齢

者
の
貯
蓄
し
た
個
人
資
産
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。　

そ
れ
で
は
低
所
得
高
齢
者
は
ど

う
す
る
の
か
？
小
説
の
中
の
町
長

は
、「
町
の
財
政
が
よ
く
な
れ
ば
、

低
所
得
者
も
入
れ
る
特
養
や
老
健

も
充
実
で
き
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

人
そ
れ
ぞ
れ
幸
せ
の
と
ら
え
方
は

違
う
の
で
、
果
た
し
て
そ
う
い
う

施
設
に
入
る
こ
と
が
幸
せ
な
老
後

な
の
か
と
聞
か
れ
た
ら
、
な
ん
と

も
答
え
よ
う
が
な
い
の
で
す
が
、

少
な
く
と
も
医
療
や
介
護
の
面
で

安
心
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
良

い
こ
と
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

高
齢
化
の
進
む
中
で
、
私
も
常

に
こ
の
茂
原
市
を
高
齢
者
に
と
っ

て
も
住
み
や
す
い
町
に
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
て
き

ま
し
た
。
よ
り
良
い
医
療
や
介
護

の
提
供
、
ま
た
充
実
し
た
文
化
や

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
に
は
、
や

は
り
財
政
再
建
が
不
可
欠
で
す

が
、
そ
れ
と
同
時
進
行
で
、
良
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
け
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
と
あ
ら

た
め
て
考
え
て
い
ま
す
。

プ
ラ
チ
ナ
タ
ウ
ン
構
想

No.80

熱
中
症
を

    
予
防
し
ま
し
ょ
う

～
５
つ
の
声
か
け
を
実
践
し
て
、 

夏
を
涼
し
く
乗
り
切
ろ
う
！
～

熱
中
症
予
防
に
は
、
気
温
が
高

い
時
間
帯
の
激
し
い
運
動
や
、
屋

外
で
の
作
業
を
控
え
る
な
ど
の
自

己
防
衛
策
が
大
切
で
す
。

さ
ら
に
、「
ち
ょ
っ
と
、
ひ
と

涼
み
し
ま
せ
ん
か
」
と
声
を
か
け

合
う
ゆ
と
り
と
気
遣
い
を
も
つ
こ

と
が
、
熱
中
症
か
ら
人
の
命
を
救

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
熱
中
症
予
防

　

　
　

５
つ
の
声
か
け

①
温
度
に
気
を
く
ば
ろ
う

今
い
る
と
こ
ろ
の
温
度
、
こ
れ

か
ら
行
く
と
こ
ろ
の
温
度
を
、
温

度
計
や
天
気
予
報
で
知
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

②
飲
み
物
を
持
ち
歩
こ
う

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
水
分
補
給

で
き
る
よ
う
に
、
飲
み
物
を
持
ち

歩
き
ま
し
ょ
う
。
た
く
さ
ん
汗
を

か
い
た
ら
塩
分
も
補
給
し
ま
し
ょ

う
。③

休
息
を
と
ろ
う

寝
苦
し
い
夜
は
、
空
気
の
通
り

を
よ
く
し
た
り
、
通
気
性
の
良
い

寝
具
を
使
う
な
ど
し
て
ぐ
っ
す
り

眠
れ
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

④
栄
養
を
と
ろ
う

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
、
朝

ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と

も
大
切
で
す
。

⑤
声
を
か
け
合
お
う

家
族
や
ご
近
所
同
士
で
、「
水
分

と
っ
て
る
？
」、「
少
し
休
ん
だ
ほ

う
が
良
い
よ
」
等
、
声
を
か
け
合

い
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

健
康
管
理
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
４
、Ｆ
⒇
１
６
０
０
へ
。

熱中症予防声かけプロジェクト
の公式キャラクター

「シロクマの涼太郎」



「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
を
築

く
た
め
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。

平
成
27
年
度

茂
原
市
の
主
な
活
動

○
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
講
演
会

　

渋
沢　

茂
氏
（
長
生
ひ
な
た
所

長
）
に
よ
る
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
講
演
会
。

○
茂
原
七
夕
ま
つ
り
で
の
啓
発
活
動

　

の
ぼ
り
を
掲
げ
、
啓
発
物
を
配

り
な
が
ら
運
動
の
Ｐ
Ｒ
。

○
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　

市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
か

ら
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
な
ど

を
考
察
し
た
作
文
を
募
集
。

年
金
振
込
通
知
書
の
発
行
は 

年
１
回
で
す

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
船
員

保
険
の
年
金
は
、
支
払
月
（
偶
数

月
）
の
15
日
（
土
曜
日
曜
祝
日
の

場
合
は
前
営
業
日
）
に
ご
指
定
の

金
融
機
関
等
の
口
座
に
振
り
込
ま

れ
ま
す
。

振
込
の
内
容
に
つ
い
て
は
「
年

金
振
込
通
知
書
」
が
発
行
さ
れ
、

そ
の
年
の
６
月
か
ら
翌
年
４
月
支

払
い
分
ま
で
の
支
払
日
と
金
額
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
通
知

書
は
年
一
回
、
毎
年
６
月
だ
け
の

お
知
ら
せ
と
な
っ
て
お
り
、
年
金

が
振
り
込
ま
れ
る
た
び
に
届
く
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
金
支
払
額
の
変
更
が

あ
っ
た
場
合
や
、
受
取
り
先
金
融

機
関
等
の
変
更
を
さ
れ
た
場
合
は

そ
の
都
度
通
知
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
口
座
振
込
で
は
な
く
、

郵
便
局
の
窓
口
で
通
知
書
と
引
き

換
え
に
現
金
で
受
け
取
り
を
さ
れ

て
い
る
方
に
は
、
支
払
い
の
都
度

「
年
金
支
払
通
知
書
」
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

と
国
保
年
金
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
３
、
Ｆ
⒇
１
６
０
０

○
ア
ス
モ
祭
り
で
の
啓
発
活
動

　
ア
ス
モ
祭
り
の
会
場
内
で
啓
発

物
を
配
り
、
運
動
の
Ｐ
Ｒ
。

な
お
、
平
成
28
年
６
月
15
日
、

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
茂
原
市

推
進
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

推
進
委
員
会
に
は
、
茂
原
市
保

護
司
会
・
更
生
保
護
女
性
会
・
自

治
会
長
連
合
会
等
、
総
計
17
団
体

の
代
表
者
が
委
員
と
し
て
参
加

し
、
社
会
を
明
る
く
す
る
た
め
の

方
策
を
話
し
合
い
ま
す
。

今
回
の
推
進
委
員
会
で
は
、
茂

原
市
保
護
司
会
会
長
よ
り
、
推
進

委
員
会
委
員
長
で
あ
る
市
長
に
対

し
内
閣
総
理
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
、
犯
罪
や
非
行
の
予
防
に
つ

い
て
の
協
力
を
呼
び
か
け
る
も
の

で
す
。

犯
罪
等
予
防
は
、
挨
拶
を
心
が

け
た
り
、
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
環
境

美
化
に
協
力
し
た
り
し
て
、
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

社
会
福
祉
課
（
７
階
）

☎
⒇
１
５
７
１
、
Ｆ
⒇
１
６
０
５
へ
。

ご
参
加
く
だ
さ
い
！

茂
原
市
科
学
教
室
を

�
開
催
し
ま
す

教
育
委
員
会
で
は
、
県
立
茂

原
樟
陽
高
等
学
校
と
の
共
催
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が

ら
科
学
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
科
学
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
Ｌ
Ｅ
Ｄ
実
験
教
室

抵
抗
や
コ
ン
デ
ン
サ
、
Ｉ
Ｃ
を

使
っ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド
）
を
点
滅
さ
せ
る
回
路
を
作
り

ま
す
。

◆
日
時　
　

８
月
２
日
㊋

９
時
30
分
～
11
時
30
分

◆
対
象　
　

市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
～

６
年
生

◆
定
員　
15
人
（
先
着
順
）

◆
費
用　
　

１
，
３
５
０
円
（
部
品
代
・
保

険
料
。
申
込
時
に
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。）

◆
会
場　
中
央
公
民
館

②
ロ
ボ
ッ
ト
教
室

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
ロ
ボ
ッ
ト

カ
ー
を
動
か
し
、
そ
の
仕
組
み
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

◆
日
時　

８
月
５
日
㊎　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

◆
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
～

６
年
生

◆
定
員　
10
人
（
先
着
順
）

◆
費
用　

１
０
０
円
（
保
険
料
。
申
込
時

に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。）

◆
会
場　
市
民
室

※
①
・
②
と
も
７
月
４
日
㊊
～
８

日
㊎
ま
で
に
生
涯
学
習
課
窓
口

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
７
月
15
日
以
降
の
キ
ャ

ン
セ
ル
は
準
備
の
都
合
上
返
金

で
き
ま
せ
ん
。

お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ
は
、

生
涯
学
習
課
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
５
９
、
Ｆ
⒇
１
６
０
７
へ
。

▲内閣総理大臣のメッセージを手渡す茂原市保護司会会長（右）
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マイシティモバラ このコーナーでは、市内のできごとを写真と文章でお知らせします。

初夏を感じさせるこの日、茂原公園において初となる
パークウェディングが開かれました。これは、市内在住
の北野瑞貴・紗絵夫妻が、初めて出会った場所である
茂原公園で、結婚セレモニーを行いたいとの思いから開
かれたもの。

解放感溢れる会場では、70人の出席者の他、公園を
利用していた多くの市民が二人を祝福していました。

茂原市音楽協会は、市民の皆さんに気軽に音楽に触
れていただこうと、市役所１階ロビーで「第40回ロビー
コンサート」を開催しました。

今回は、薩摩琵琶奏者の越
こしかわ

川紀
のりゆき

行氏による琵琶の演
奏が行われ、教訓歌である「武蔵野」などの演目を披露。
普段耳にする機会の少ない琵琶の音色、余韻の深い響
きに訪れた観客は魅了されている様子でした。

関東甲信越静の１都10県で一斉にゴミゼロ運動が行わ
れ、本市でも市内全域で12,498人の市民が参加しました。

中央会場（市民広場）には、市民をはじめ自治会や
各種団体など450人が集まり、２コースに分かれてゴミ
を収集。「もばら」をきれいにしようと早朝から心地良
い汗を流しました。

茂原市長生郡医師会は、「認知症に打ち勝つ社会を目
指して」と題し、健康フォーラム2016を市民会館で開催
しました。

講演では、帝京大学ちば総合医療センター神経内科
教授である栗

く り た

田 正
あきら

先生により、４つの認知症の症状と
その対応が話されました。また、パネリスト３人による
ディスカッションも行われ、来場者は認知症について知
識と理解を深めている様子でした。

５/28

６/２

５/29

６/４

緑の中に式場が出現！

ロビーに広がる、琵琶の音色

茂原公園初のパークウェディング

第40回ロビーコンサート

「もばら」をきれいに美しく

認知症を知り、共に生きる

ゴミゼロ運動（統一美化キャンペーン）

茂原市長生郡医師会  健康フォーラム2016

▲ステージも華やかに彩られました

▲国内の演奏会にも多数出場している越川氏

▲みなさんが集めたゴミは、26トンになりました

▲多くの来場者が真剣に耳を傾けていました
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ご
存
じ
で
す
か
？ 

国
民
年
金
の
免
除
制
度

保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
状
態

で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ

た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保
険

料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る

「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
納
付

猶
予
制
度
（
50
歳
未
満
）」
が
あ

り
ま
す
の
で
、
市
役
所
窓
口
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
付
猶
予
制
度
に
つ
い

て
は
、
平
成
28
年
７
月
よ
り
、
対

象
と
な
る
方
が
30
歳
未
満
か
ら
50

歳
未
満
へ
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
の
免
除
等
の
受
付

は
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
７

月
分
か
ら
平
成
29
年
６
月
分
ま
で

の
期
間
を
対
象
と
し
て
、
申
請
者

本
人
の
ほ
か
、
配
偶
者
お
よ
び
世

帯
主
の
方
の
前
年
の
所
得
の
審
査

が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
２
年
１
カ
月
前
の
月
分

ま
で
遡
及
し
て
免
除
申
請
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請
を
忘
れ

て
い
た
た
め
に
未
納
期
間
を
有
し

て
い
る
方
は
市
役
所
ま
た
は
年
金

事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
国
保
年
金
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
３
、
Ｆ
⒇
１
６
０
０

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク（
後
発
）医
薬
品
の

利
用
を
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
先

発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
特
許
が
切

れ
た
後
に
販
売
さ
れ
、
新
薬
と
ほ

ぼ
同
等
の
効
き
目
を
も
つ
、
厚
生

労
働
省
に
認
め
ら
れ
た
低
価
格
な

薬
で
す
。
薬
の
種
類
に
よ
っ
て

は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
、
か
か
り
つ
け
の
医

師
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。市

で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
の
負
担
軽
減
と
医

療
費
削
減
の
た
め
、『
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
関
す
る
お
知
ら
せ
』

を
一
部
の
方
に
送
付
し
ま
す
（
７

月
、
９
月
、
11
月
の
３
回
予
定
）。

こ
れ
は
、
現
在
処
方
さ
れ
て
い
る

新
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切

り
替
え
た
場
合
に
、
自
己
負
担
額

が
一
定
額
以
上
軽
減
さ
れ
る
と
見
込

ま
れ
る
方
に
、
切
り
替
え
を
検
討

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
通
知
で
す
。

と
国
保
年
金
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
３
、
Ｆ
⒇
１
６
０
０

７
月
10
日
㊐
～
19
日
㊋
は

夏
の
交
通
安
全
運
動

～
ゆ
っ
く
り
と
マ
ナ
ー
を
乗
せ

て　
ふ
む
ペ
ダ
ル
～

夏
休
み
や
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
の

到
来
に
よ
り
、
交
通
量
と
と
も
に

交
通
事
故
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
夏
の
交
通
安
全
運
動
は
、
①

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
②
自
転
車
安
全
利
用
五
則
の
周

知
徹
底
③
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底
④
飲
酒
運
転

の
根
絶
を
重
点
目
標
に
実
施
さ
れ

ま
す
。

楽
し
い
夏
を
過
ご
す
た
め
に
も

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

と

生
活
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
５
、
Ｆ

⒇
１
６
０
０

道
路
破
損
個
所
の
補
修

茂
原
市
道
な
ど
の
道
路
補
修
に

つ
い
て
は
、
土
木
管
理
課
が
担
当

し
て
い
ま
す
。
道
路
に
穴
が
開
い

て
い
た
り
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
側

溝
が
壊
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た

ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

と

土
木
管
理
課
（
７
階
）

☎
⒇
１
５
３
７
、
Ｆ

⒇
１
６
０
５

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

思
春
期
保
健
相
談

小
学
校
高
学
年
か
ら
高
校
生
ま

で
の
「
思
春
期
」
と
呼
ば
れ
る
時

期
は
、
か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
が
大
き

く
成
長
す
る
時
期
で
す
。
成
長
の

ス
ピ
ー
ド
は
み
ん
な
違
っ
て
当
た

り
前
で
す
が
、
そ
の
成
長
ゆ
え

に
、
誰
に
も
相
談
で
き
ず
一
人
で

抱
え
て
い
る
こ
と
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
思

春
期
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
保
護
者

の
悩
み
に
つ
い
て
も
個
別
で
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
日
時　

８
月
４
日
㊍
９
時
30
分
～
12
時

◆
相
談
方
法
（
助
産
師
個
別
対
応
）

１
人
45
分
間
の
相
談
（
要
予

約
）
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
。

と

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
７
２
５
、
Ｆ
�
１
８
６
５

自
衛
官
等
を
募
集

防
衛
省
、
自
衛
隊
で
は
、
次
の
と

お
り
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
種
目
＝
①
航
空
学
生
（
パ

イ
ロ
ッ
ト
）
②
一
般
曹
候
補
生
③

自
衛
官
候
補
生
／
応
募
資
格
＝
①

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
②
18

集
募

歳
以
上
27
歳
未
満
③
平
成
29
年
３

月
高
等
学
校
等
卒
業
予
定
者
（
男

子
）、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
（
男

女
）／
受
付
期
間
＝
７
月
１
日
㊎

～（
要
問
合
せ
）／
試
験
期
日
お
よ

び
合
格
発
表
＝
要
問
合
せ
／
入
隊

（
校
）
＝
平
成
29
年
３
月
下
旬
～
４

月
上
旬

と
自
衛
隊
茂
原
地
域
事
務
所

☎
�
０
４
５
２

平
成
28
年
度 

交
通
災
害
共
済
一
般
会
員
募
集

万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
て
交

通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
せ
ん

か
。
現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
方

は
、
８
月
31
日
で
共
済
期
間
が
切

れ
ま
す
の
で
、
再
加
入
の
手
続
き

を
忘
れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
申
込
書
お
よ
び
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
自
治
会
を
通
じ
て
配
布

す
る
ほ
か
、
受
付
場
所
に
も
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。

◆
加
入
で
き
る
方
＝
茂
原
市
に
居

住
し
て
い
る
方

◆
共
済
期
間
＝
９
月
１
日
～
平
成

29
年
８
月
31
日

◆
共
済
会
費
＝
年
額
７
０
０
円

◆
受
付
期
限
＝
８
月
31
日
㊌

◆
受
付
場
所
＝
生
活
課
、本
納
支
所

と
生
活
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
５
、
Ｆ
⒇
１
６
０
０

に
、
耐
震
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
26
日
㊐
／
個
別
簡

易
耐
震
相
談
＝
13
時
～
17
時
（
時

間
は
１
組
50
分
程
度
）／
場
所
＝

市
役
所
８
階
８
０
１
会
議
室
／
申

込
方
法
＝
事
前
電
話
予
約
制
（
先

着
４
組
・
相
談
無
料
）／
申
込
期

間
＝
６
月
１
日
㊌
～
17
日
㊎
（
土

日
を
除
く
９
時
～
17
時
）

と

建
築
課
（
８
階
）

☎
⒇
１
５
８
８
、
Ｆ
⒇
１
６
０
６

不
法
電
波
は
い
け
ま
せ
ん
！

総
務
省
で
は
、
６
月
１
日
か
ら

10
日
ま
で
を
「
電
波
利
用
環
境
保

護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」
と
し

て
、
電
波
を
正
し
く
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
周
知
・
啓
発
活
動

お
よ
び
不
法
無
線
局
の
取
締
り
を

強
化
し
ま
す
。

電
波
は
暮
ら
し
の
中
で
欠
か
せ
な

い
大
切
な
も
の
で
す
。
電
波
の
ル
ー

ル
は
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

と
関
東
総
合
通
信
局

不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害　

☎
０
３
（
６
２
３
８
）
１
９
３
９

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害　

☎
０
３
（
６
２
３
８
）
１
９
４
５

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
受

信
相
談

☎
０
３
（
６
２
３
８
）
１
９
４
４

お
知
ら
せ

8
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歳
以
上
27
歳
未
満
③
平
成
29
年
３

月
高
等
学
校
等
卒
業
予
定
者
（
男

子
）、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
（
男

女
）／
受
付
期
間
＝
７
月
１
日
㊎

～（
要
問
合
せ
）／
試
験
期
日
お
よ

び
合
格
発
表
＝
要
問
合
せ
／
入
隊

（
校
）
＝
平
成
29
年
３
月
下
旬
～
４

月
上
旬

と
自
衛
隊
茂
原
地
域
事
務
所

☎
�
０
４
５
２

平
成
28
年
度 

交
通
災
害
共
済
一
般
会
員
募
集

万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
て
交

通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
せ
ん

か
。
現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
方

は
、
８
月
31
日
で
共
済
期
間
が
切

れ
ま
す
の
で
、
再
加
入
の
手
続
き

を
忘
れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
申
込
書
お
よ
び
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
自
治
会
を
通
じ
て
配
布

す
る
ほ
か
、
受
付
場
所
に
も
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。

◆
加
入
で
き
る
方
＝
茂
原
市
に
居

住
し
て
い
る
方

◆
共
済
期
間
＝
９
月
１
日
～
平
成

29
年
８
月
31
日

◆
共
済
会
費
＝
年
額
７
０
０
円

◆
受
付
期
限
＝
８
月
31
日
㊌

◆
受
付
場
所
＝
生
活
課
、本
納
支
所

と
生
活
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
５
、
Ｆ
⒇
１
６
０
０

■市民相談 執務時間内／場所・問合せ=生活課（2階）☎（20）1505
■結婚相談（登録制） 執務時間内／場所・問合せ=生活課（2階）☎（20）1505
■無料法律相談
　（予約制・民事）

7月14日㊍  13時～15時／場所＝5階505会議室
7月26日㊋  13時～15時／場所＝5階505会議室／問合せ=生活課（2階）☎（20）1505

■交通事故相談（予約制） 7月22日㊎  10時～15時／場所＝5階505会議室／問合せ=生活課（2階）☎（20）1505

■人権・行政相談 7月12日㊋  13時～16時／場所＝市役所5階505会議室
7月28日㊍  13時～16時／場所＝本納公民館／問合せ=生活課（2階）☎（20）1505

■消費生活相談 月〜金曜日  9時30分〜16時（12時〜13時までを除く）／場所・問合せ=消費生活センター（生活課内）
☎（20）1101

■歯科相談・栄養相談 （要電話予約）7月4日㊊、8月1日㊊  10時～12時、13時～16時／場所・問合せ=保健センター☎（25）1725
■助産師相談 （要電話予約）7月7日㊍、22日㊎  9時30分～11時30分／場所・問合せ=保健センター☎（25）1725

■６カ月乳児相談 7月28日㊍（平成28年1月生）／受付=9時30分～10時、13時30分～14時／場所・問合せ=保健センター
☎（25）1725

■1歳６カ月児健康診査 7月19日㊋（平成27年1月生）受付=13時～13時20分／場所・問合せ=保健センター☎（25）1725

■2歳児歯科健康診査 8月18日㊍（平成26年2月、3月生）受付=9時～10時10分／場所・問合せ=保健センター
☎（25）1725

■3歳児健康診査 7月20日㊌（平成25年1月生）受付=13時～13時20分／場所・問合せ=保健センター☎（25）1725
■健康相談 月～金曜日  10時～12時、13時～16時／場所・問合せ=保健センター☎（25）1725
■子育て相談
　　（予約制）

7月15日㊎  9時30分～15時15分、29日㊎  10時30分～16時15分／内容＝子育て、発育、発達に関すること／
対象＝就学前までの親子／場所=保健センター☎（25）1725／問合せ=子育て支援課☎（20）1573

■ことばの相談
（予約制）

7月15日㊎、29日㊎  9時30分～15時／内容＝ことばに関すること／対象＝就学前までの親子／
場所＝保健センター☎（25）1725／問合せ＝子育て支援課☎（20）1573

■家庭児童相談
　DV相談 執務時間内／内容=子育て、児童虐待、DVなど／場所・問合せ=子育て家庭相談室（2階）☎（23）5500

■保育相談 月〜金曜日  10時〜15時／場所・問合せ=各市立保育所または子育て支援課（2階）☎（20）1573

■心配ごと相談 毎週水曜日（祝日を除く）  9時〜15時／場所=旧図書館（八千代2-9）／問合せ=社会福祉協議会
☎（23）1969

■無料法律相談 7月27日㊌  13時～16時（要電話予約)／場所＝旧図書館（八千代2-9）／問合せ＝社会福祉協議会
☎（23）1969

■ボランティア相談 執務時間内／場所=旧図書館（八千代2-9）／問合せ=社会福祉協議会☎（23）1969
■家庭教育相談 毎週月・火・水・木曜日　9時〜17時（火曜日のみ9時〜12時） ／場所・問合せ=生涯学習課（9階）☎（20）1559
■少年相談 執務時間内／場所・問合せ=青少年指導センター☎（22）4466

■高齢者総合相談
執務時間内／場所・問合せ=茂原市地域包括支援センター☎（20）1583、茂原市みなみ地域包括支援センター
☎（20）2626、茂原市ほんのう地域包括支援センター☎（36）2123、茂原市ちゅうおう地域包括支援センター
☎（26）7525

■無料法律相談 千葉県では無料法律相談を実施しています。／問合せ=県総合企画部報道広報課広聴室☎043（223）2249

■県民相談 執務時間内／場所・問合せ=長生地域振興事務所地域振興課☎（25）7830
■教育相談 執務時間内／場所・問合せ=東上総教育事務所相談室☎（23）4460

■長生健康福祉
　センター

不妊相談、こころの健康相談、精神障害者社会復帰事業（デイケアクラブ）、エイズ相談、HIV等抗体検査、
性感染症検査、肝炎ウィルス検査、骨髄バンクドナー登録受付、腸内細菌検査（検便）、家庭児童相談、母子
父子自立支援などを行っています。／場所・問合せ=長生健康福祉センター（長生保健所）☎（22）5167
※太字は予約制
DV相談（来所相談は予約制）専用電話☎（22）5565
障害のある人への差別に関する相談　専用電話☎（26）1510

相 談 日

介護保険の保険証を交付
　満65歳になる方（昭和26年7月2日～昭和26年8月1日生）は、第
1号被保険者の資格取得となります。7月15日頃までに保険証（被保
険者証）を郵送します。
　お問い合わせは、高齢者支援課（2階）　☎（20）１５７２、FＦ（20）１６１０へ。

満75歳の誕生日から後期高齢者医療の対象に
　満75歳になる方（昭和16年8月2日～昭和16年9月1日生）は、現在加
入の健康保険を脱退し、誕生日当日から後期高齢者医療制度に加入する
こととなります。今月末までに保険証（被保険者証）を郵送します。
　お問い合わせは、国保年金課（２階）　☎（20）１５０３、Ｆ（20）１６００へ。

今月の納期
●固定資産税・都市計画税（第２期）
●国民健康保険税（第１期）

■納期限は8月1日㊊です。
※納税には便利な口座振替をご利用ください。
※コンビニエンスストアでも納付できます。 

なお、国民健康保険税の納税通知書は7月15
日㊎発送予定です。

   お問い合わせは、収税課（2階）
☎（20）１５７８、 Ｆ（20）１６０９へ。
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あ
こ
が
れ
の
飛
行
船

１
９
２
８
年
（
昭
和
３
年
）
ド
イ

ツ
で
「
グ
ラ
ー
フ
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン

号
」
が
建
造
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
、

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
旅
客
輸
送
を
前
提

と
し
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の

世
界
一
周
で
日
本
の
上
空
に
も
姿
を

現
し
、
初
め
て
飛
行
船
を
見
る
人
々

に
鮮
烈
な
印
象
を
与
え
ま
し
た
。

ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
流
れ
る

「
あ
の
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
号
を
日
本

が
買
う
!?
」。
１
９
３
４
年
（
昭

和
９
年
）、
日
本
中
が
び
っ
く
り
す

る
よ
う
な
記
事
が
朝
刊
各
紙
に
載

り
ま
し
た
。
太
平
洋
横
断
定
期
航

路
に
乗
り
出
す
、
と
い
う
の
で
す
。

飛
行
船
の
国
際
空
港
を
、
ぜ
ひ
我

が
町
に
と
、
そ
の
誘
致
に
向
け
て

東
郷
村
の
村
長
、
茂
原
町
や
豊
田

村
の
熱
心
な
推
進
者
が
中
心
と
な

り
、
用
地
買
収
な
ど
の
計
画
を
ま

と
め
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

原
野
か
ら
航
空
都
市
に
・
・

つ
い
に
、
用
地
は
長
生
郡
茂

原
町
に
決
ま
り
ま
し
た
。
現
在

の
萩
原
か
ら
東
郷
に
か
け
て
約

１
５
０
万
坪
（
皇
居
の
約
５
倍
に

相
当
）
の
広
大
な
も
の
で
し
た
。

候
補
と
な
っ
た
駅
の
北
側
の
土
地

は
当
時
は
原
野
で
し
た
。
太
平
洋

に
近
く
、
天
然
ガ
ス
の
利
用
も
可

能
で
好
条
件
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

町
の
熱
い
期
待

空
港
と
と
も
に
、
ホ
テ
ル
、
ゴ
ル

フ
場
、
牧
場
、
温
泉
な
ど
も
建
設

さ
れ
る
予
定
で
、
町
は
一
大
リ
ゾ
ー

ト
タ
ウ
ン
に
生
ま
れ
変
わ
る
は
ず
で

し
た
。
日
本
と
ア
メ
リ
カ
を
短
時

間
で
結
ぶ
計
画
が
明
ら
か
に
な
る

に
つ
れ
、
反
響
は
全
国
に
広
が
り
ま

し
た
。
空
港
が
で
き
た
ら
町
は
ど

れ
だ
け
発
展
す
る
の
か
、
地
元
茂

原
の
人
々
の
期
待
は
い
や
が
う
え
に

も
高
ま
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

最
先
端
！
高
速
の
旅

ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
号
の
世
界
一
周

の
途
中
、
ド
イ
ツ
か
ら
日
本
ま

で
の
１
万
１
千
㌔
を
、
わ
ず
か

１
０
０
時
間
で
飛
行
し
、
平
均
時

速
は
１
１
０
㌔
で
し
た
。
同
じ

コ
ー
ス
を
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
な
ら
約

２
週
間
、
快
速
汽
船
な
ら
１
か
月

以
上
と
い
い
ま
す
か
ら
、
当
時
と

し
て
は
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
の

高
速
で
す
。

ま
た
、
大
量
の
物
資
や
人
を
乗

せ
て
長
距
離
飛
ぶ
こ
と
が
可
能
で

し
た
。

相
次
ぐ
墜
落
事
故

飛
行
船
は
遊
覧
や
物
資
運
搬
、

そ
し
て
、
軍
事
的
に
は
偵
察
機
、

空
飛
ぶ
航
空
母
艦
と
し
て
も
活
用

さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
航
空
母

艦
「
メ
イ
コ
ン
号
」、
大
西
洋
定

期
運
航
に
就
い
て
い
た
ド
イ
ツ

夢
の
国
際
空
港

１
９
６
８
年
（
昭
和
43
年
）
銀
色
の
鯨
の
よ
う
な
飛
行
船
が
茂
原
の

空
を
飛
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ゆ
っ
た
り
進
ん
で
い
く
丸
み
を
帯
び

た
姿
は
、
愛
嬌
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り
30
年
余
り
前
、
も
っ
と
大

型
の
飛
行
船
の
国
際
空
港
を
造
る
計
画
が
、
茂
原
に
あ
っ
た
の
で
す
。

第

号
85

☎（ 2 0）1 5 5 9
生涯学習課

生涯学習
情報
●連絡先●

飛行船には牛の盲腸?
巨大な飛行船を浮かせる

ためには、水素やヘリウム

ガスを詰めた大量の気
き

嚢
のう

が必要です。ガス漏れに強

く、静電気を起こさず、軽

いという気嚢の素材条件を

満たすものは、牛の盲腸の

外側の皮膜です。牛１頭か

ら15㌢×100㌢しか取れ

ず、１隻の飛行船には80

万頭分も必要でした。

（
次
頁
↖
）

グラーフ・ツェッペリン号

用地が決まったことを伝える新聞記事
� （昭和10年１月９日付）
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の
「
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
号
」
が
墜

落
す
る
と
い
う
事
故
が
相
次
い
で

発
生
し
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
ま

し
た
。
安
全
性
に
疑
い
が
生
じ
、

世
界
中
の
飛
行
船
運
航
計
画
は
決

定
的
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
日
本
中
が
期
待
し
た

「
太
平
洋
定
期
便
計
画
」
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
ぼ
ろ
し
の
国
際
空
港

ま
さ
に
風
船
が
し
ぼ
む
よ
う

に
、
茂
原
町
の
人
々
の
夢
も
ま
ぼ

ろ
し
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
国
際

空
港
。
招
致
に
奔
走
し
た
人
た

ち
、
航
空
都
市
を
夢
見
た
人
々
が

い
た
こ
と
は
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
建
設
予
定
地
は
海
軍

航
空
隊
の
基
地
と
な
り
、
戦
後
は

学
校
や
工
場
・
宅
地
に
姿
を
変
え

ま
し
た
。

時
代
の
流
れ
の
中
で
町
の
姿
は

変
わ
っ
て
も
、
発
展
を
願
い
、
幸

せ
を
求
め
る
人
々
の
思
い
は
変
わ

ら
な
い
よ
う
で
す
。

公民館の休館日が 
            変わりました！
　平成28年４月１日より、各公民館（中央・本納・
鶴枝）は祝日も開館しています。休館日は、原則年
末年始（12月29日～１月３日）のみとなります。
　開館日が増えて公民館利用のチャンスが増えまし
たので、普段利用されている方も会場を探している
方もご活用ください。
　詳細は各公民館にお問い合わせください。

中 央 公 民 館 　 ☎（ 2 2 ）5 0 7 2
本 納 公 民 館 　 ☎（ 3 4 ）2 3 4 9
鶴 枝 公 民 館 　 ☎（ 2 5 ）1 8 3 4

夏休み書道教室
日　程　８月２日、９日、16日、23日
　　　　（火曜日、全４回）
時　間　９時30分～11時
対　象　市内在住小学生
定　員　12人
費　用　240円（全４回分）

・申込　‌�７月１日㊎～11日㊊　鶴枝公民館窓口　‌
８時30分～17時（夜間は不可）

・電話、FAXでのお申し込みはできません。
・定員を超えた場合は抽選となります。
・道具等についてはお問い合わせください。

鶴 枝 公 民 館 　 ☎（ 2 5 ）1 8 3 4

大画面でみる映画会
「楽しいムーミン一家」
「ジャングルの少女タイナ２」
日　時　７月22日㊎
　　　　①10時～（字幕）　②13時30分（吹替）

名作映画を大画面で！
「二十四の瞳」「喜びも悲しみも幾年月」 
「野菊の如き君なりき」「カルメン故郷に帰る」
日　時　９月９日㊎～10日㊏　１日２作品
詳細はお問い合わせ
ください。

東 部 台 文 化 会 館 　 ☎（ 2 3 ）8 7 1 1

＊２本立て
＊入場無料
＊申込不要

＊入場料（前売／当日）
　１作品300円／400円
　１日   500円／700円

美術収蔵品展 
「海辺の風景画展」

　収蔵作品から、

海辺を描いた風景

画をピックアップ

した展覧会です。

（22点）

期　　間　６月25日㊏～８月21日㊐

開館時間　９時～17時

会期中休館日なし・入場無料

美 術 館・郷 土 資 料 館 　 ☎（ 2 6 ）2 1 3 1

石井伝三「船と集落」

※
右
頁
の
新
聞
記
事
は
「
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」（
読
売
新
聞
社
）

よ
り
転
載
し
ま
し
た
。

【
参
考
文
献
】

歴
史
へ
の
招
待
㉔　

昭
和
編

�

日
本
放
送
出
版
協
会

飛
行
船
の
歴
史
と
技
術

�

成
山
堂
書
店

これから参加できます!!あなたも生涯学習しませんか
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茂
原
市
体
育
協
会

茂
原
市
野
球
協
会
（
全
軟
連
）

平
成
28
年
度
大
会
の
開
会
式
が

３
月
６
日
開
催
さ
れ
、
１
年
間
の

戦
い
が
開
幕
し
、
各
大
会
と
も
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
結

果
は
次
の
通
り
で
す
。

●
高
松
宮
賜
杯
茂
原
支
部

予
選
１
部

優　

勝　

戸
張Beavers

準
優
勝　

茂
原
市
役
所

予
選
２
部

優　

勝　

茂
原
ナ
イ
ペ
ン

準
優
勝　

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

●
Ａ
級
・
国
体
茂
原
支
部
予
選

優　

勝　

大
多
喜
ガ
ス

準
優
勝　

三
井
化
学
茂
原

●
第
40
回
茂
原
市
中
学
校
野
球
大

会
兼
第
33
回
全
日
本
少
年
野
球

大
会
予
選

優　

勝　

長
生
中
学
校

準
優
勝　

白
子
中
学
校

●
Ａ
級
・
茂
原
支
部
予
選

優　

勝　

大
多
喜
ガ
ス

準
優
勝　

三
井
化
学
茂
原

※
優
勝
し
た
大
多
喜
ガ
ス
チ
ー
ム

は
国
民
体
育
大
会
予
選
に
出
場

し
、
健
闘
し
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
千
葉
県
予
選
を
突
破
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

茂
原
市
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
協
会

●
千
葉
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会
役
員
等
大
会
（
３
月
14

日
～
15
日
）

【
男
子
優
勝
】
伊
藤　

和
彦

【
女
子
優
勝
】
山
本　

安
子

茂
原
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

茂
原
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
主
催

大
会
の
結
果

●
第
38
回
春
季
リ
ー
グ
戦
（
３
月

27
日
～
４
月
24
日
）

【
一
般
男
子
の
部
】

優　

勝　

グ
ル
ー
ビ
ー
ナ
イ
ン
ズ

準
優
勝　

本
納
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

【
壮
年
の
部
】

優　

勝　

早
野
フ
ジ
タ

【
小
学
生
の
部
】

優　

勝　

ミ
ル
キ
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

準
優
勝　

東
茂
原
メ
ッ
ツ

●
第
28
回
茂
原
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
会
長
杯
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
（
５
月
８
日
～
15
日
）

【
一
般
男
子
の
部
】

優　

勝　

グ
ル
ー
ビ
ー
ナ
イ
ン
ズ

準
優
勝　

本
納
ボ
ン
バ
ー
ズ

【
壮
年
の
部
】

優　

勝　

茂
原
ガ
ッ
ツ

【
小
学
生
の
部
】

優　

勝　

ミ
ル
キ
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

準
優
勝　

た
け
の
こ
Ｓ
Ｂ
Ｃ

●
そ
の
他
大
会
結
果

一
般
男
子
の
部
で
春
季
リ
ー
グ

戦
、
会
長
杯
を
制
し
た
グ
ル
ー

ビ
ー
ナ
イ
ン
ズ
が
三
市
一
郡
市

（
佐
倉
市
・
八
街
市
・
山
武
郡

市
・
茂
原
市
）
大
会
お
よ
び
千
葉

県
民
体
育
大
会
へ
、
壮
年
の
部
で

春
季
リ
ー
グ
戦
を
制
し
た
早
野
フ

ジ
タ
が
三
市
一
郡
市
大
会
へ
の
出

場
を
決
め
ま
し
た
。

国
民
体
育
大
会
や
千
葉
県
民
体

育
大
会
等
、
各
種
大
会
に
お
い
て

優
秀
な
成
績
を
残
さ
れ
た
選
手
お

よ
び
団
体
の
表
彰
式
が
、
５
月
21

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は

優
秀
選
手
14
人
の
表
彰
が
あ
り
ま

し
た
。
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

☆
平
野
　
壮
太
さ
ん

第
42
回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競

技
選
手
権
大
会
優
勝
、
全
日
本

中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会
千

葉
県
大
会
優
勝
、
第
70
回
国
民

体
育
大
会
陸
上
競
技
出
場

☆
齋
藤
　
佳
永
さ
ん

平
成
27
年
度
千
葉
県
中
学
生
強

化
卓
球
大
会
１
年
男
子
シ
ン
グ

ル
ス
優
勝

☆
中
山
　
恭
花
さ
ん

平
成
27
年
度
千
葉
県
中
学
校
新
人

体
育
大
会
卓
球
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝
、平
成
27
年
度
千
葉
県
中
学

校
総
合
体
育
大
会
女
子
シ
ン
グ
ル

ス
優
勝
、平
成
27
年
度
全
日
本
卓

球
選
手
権
千
葉
県
予
選（
カ
デ
ッ
ト

の
部
）女
子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝

☆
石
井
　
恵
さ
ん

第
51
回
和
道
会
全
国
空
手
道
競

技
大
会　

形
個
人
戦
シ
ニ
ア
女

子
優
勝

☆
児
玉
　
百
奈
美
さ
ん

和
道
会
空
手
道
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
２
０
１
５
一
般
女
子
形 

優
勝

☆
井
桁
　
芽
香
さ
ん

第
51
回
和
道
会
全
国
空
手
道
競

技
大
会　

形
個
人
戦
小
学
生
５

年
男
女
優
勝

☆
齋
藤
　
衣
吹
さ
ん

第
41
回
千
葉
県
な
ぎ
な
た
大
会

演
技
競
技
高
校
生
の
部
優
勝

S
ports M

obara
ス
ポ
ー
ツ

   
も
ば
ら

第

号
49

☎（20）1575
体 育 課

●　　連 絡 先　　●

茂
原
市

体
育
協
会
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞

▲１部優勝の戸張Beavers

▲受賞記念の集合写真
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☆
齋
藤
　
帆
希
さ
ん

第
41
回
千
葉
県
な
ぎ
な
た
大
会

試
合
競
技
中
学
生
の
部
優
勝

☆
中
井
　
勝
也
さ
ん

第
70
回
国
民
体
育
大
会
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
個
人
戦
優
勝

第
70
回
国
民
体
育
大
会
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
団
体
戦
出
場

☆
中
井
　
美
智
代
さ
ん

第
70
回
国
民
体
育
大
会
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
団
体
戦
出
場

☆
深
川
　
江
さ
ん

第
70
回
国
民
体
育
大
会
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
団
体
戦
出
場

☆
三
上
　
佳
也
さ
ん

第
70
回
国
民
体
育
大
会
ク
レ
ー

射
撃
成
年
ス
キ
ー
ト
個
人
出
場

☆
青
山
　
敬
志
さ
ん

第
70
回
国
民
体
育
大
会
ラ
イ
フ

ル
射
撃
成
年
男
子
出
場

☆
土
橋
　
正
博
さ
ん

第
70
回
国
民
体
育
大
会
ラ
イ
フ

ル
射
撃
少
年
出
場

茂
原
市
小
中
体
連

茂
原
市
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

【
総
合
】�

１
位　

東
部
小
学
校

�

２
位　

東
郷
小
学
校

�

３
位　

萩
原
小
学
校

【
男
子
総
合
】�１
位　

東
部
小
学
校

　
　
　
　
　

２
位　

西
小
学
校

�

３
位　

萩
原
小
学
校

【
女
子
総
合
】�１
位　

東
郷
小
学
校

�

２
位　

東
部
小
学
校

�

３
位　

萩
原
小
学
校

長
生
郡
市
小
中
体
連

長
生
郡
市
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

【
総
合
】�

１
位　

東
部
小
学
校

�

２
位　

東
郷
小
学
校

�
３
位　

萩
原
小
学
校

【
男
子
総
合
】�１
位　

東
部
小
学
校

�

２
位　

五
郷
小
学
校

�

３
位　

萩
原
小
学
校

【
女
子
総
合
】�１
位　

東
部
小
学
校

�

２
位　

東
郷
小
学
校

�

３
位　

萩
原
小
学
校

第
１
回
千
葉
県 

タ
ッ
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

平
成
28
年
３
月
６
日
に
茂
原
市

市
民
体
育
館
に
て
第
１
回
千
葉
県

タ
ッ
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
大
会
当
日
は
、
２
０
０

チ
ー
ム
、
約
千
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
大
会
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
、

一
般
男
子
の
部
、
一
般
女
子
の
部
、

男
女
混
合
の
部
、
シ
ニ
ア
の
部
と
５

部
門
に
分
け
、
幅
広
い
年
代
が
熱

戦
を
繰
り
広
げ
り
ま
し
た
。

茂
原
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

茂
原
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
め
る
よ
う
に
、
様
々
な
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
茂
原
市
発
祥
の
タ
ッ

チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
普
及
に
努
め
て

お
り
、
タ
ッ
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

で
は
、
公
式
審
判
員
と
し
て
競
技
を

審
判
し
、
大
会
前
に
は
、
市
民
体

育
館
に
て
タ
ッ
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

体
験
教
室
（
レ
ッ
ツ
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス

ポ
ー
ツ
教
室
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
だ
け
で
は
な
く
、

市
外
へ
出
向
い
て
の
講
習
会
も

行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
茂
原
市
発
祥
の
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
、

競
技
人
口
が
増
え
て
行
く
よ
う
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

▲大会の様子

▲シニアの部優勝　中の島じじばば ▲男女混合の部優勝　チーム未来 ▲一般女子の部優勝　とんかつ

▲君津市で実施した講習の様子

▲一般男子の部優勝 SETTE ▲ファミリーの部優勝　茂原エンジェルス



名　称 曜　日 時　間 内　容 場　所 連　絡　先

会
員
募
集

❶ ダンディクッキング 第1土曜日 13時30分～
16時30分

男性料理教室。体験受講を募集中/対象=成人男性（初
心者歓迎）/費用=1回1,000円 中央公民館 ☎090-1607-5338

高橋

❷ 笛の会　音澄（ねずみ） 第2・3日曜日 10時～12時30分 笛の練習。発表会あり/対象=一般（初心者歓迎）/費
用=月3,000円

藻 原 寺（9月 ま で ）
総合市民センター

（10月～）
☎23-2493　鈴木

❸ 愛石会 毎週火・木・
土曜日 13時～17時 囲碁を楽しむ / 対象 = 一般（初心者歓迎）/ 費用 =

年4,000円 豊岡福祉センター ☎080-2041-0386
育野

イ
ベ
ン
ト

❶ 骨董がらくた市とフリー
マーケット

7月2日㊏・
16日㊏　　　　　8時～13時 大駐車場にて開催 藻原寺前 ☎090-4950-6193　　

小曽根

❷ 楽しく走ろう宣言タイム
レース5.4km 7月3日㊐

9時30分
スタート

（受付8時30分～）

緑ヶ丘周回5.4kmを自分の目標タイムに合わせ、誤差
の最も少ない走者が優勝する大会/対象=一般/参加費
=500円

緑ヶ丘小学校 ☎090-4936-6971
茂原健走会　渡会

❸ 伝統文化茶華道親子教室 7月9日㊏・
23日㊏

13時30分～
15時30分

茶の点前、花の生け方/対象＝3才～中学生/費用=お
茶220円、花760円 鷲山寺　法華会館 ☎23-9294　大坂

❹
ボーイスカウト体験会

「 ペ ッ ト ボ ト ル で ア ー
チェリーを作ろう」

7月10日㊐ 10時～12時
（受付9時30分～）

ペットボトルアーチェリーを作っておやつ券をゲットしよ
う!/対象=小学1,2年生/費用=無料/持ち物=水筒、空の
ペットボトル（500mlの四角いタイプ）など

中央公民館 ☎090-5322-5836
海藤

❺ ハス観賞週間 7月12日㊋
～24日㊐ 随時（見学自由） 日の出とともに開花するハスの花を観賞しましょう/対

象=小学生以下保護者同伴/費用=無料
千葉県いすみ環境と
文化のさとセンター

☎0470-86-5251
千葉県いすみ環境と
文化のさとセンター

❻ 海辺の植物観察 7月18日㊊
（小雨決行） 9時30分～12時

いすみ市の海岸・海浜植物のある場所で里山とは異な
る海浜植物を観察しましょう/対象=小学生以下保護
者同伴/定員=20人/費用=無料

いすみ市の海岸・海
浜植物のある場所

❼ ホタルの水路で生きもの
を探そう

7月24日㊐
・30日㊏
（雨天中止）

9時30分～
11時30分

ゲンジボタルが生息する水路で、水辺の生きものを観察し
よう/対象=小学生以下保護者同伴/定員=20人/費用=
無料/持ち物=要問合せ 千葉県いすみ環境と

文化のさとセンター
❽ 夏の星座観察

7月31日㊐
（雨天プログ
ラムあり）

18時30分～
20時

夏の大三角形など夏の夜空の星座観察をしましょう/対
象=小学生以下保護者同伴/費用=無料/定員=20人/
持ち物=飲み物、虫よけスプレー

❾ 家族介護教室 7月16日㊏ 14時～
15時30分

「認知症対策リハビリテーション」/ 対象 = 一般 /
費用 = 無料 / 講師 = 理学療法士　鳥沢清人（社会
福祉法人兼愛会　統括リハビリ担当）

しょうじゅの里茂原
デイルーム ☎27-1165　鎗田

� シッカリ踏んで美味しい
うどんをつくろう 7月17日㊐ 8時30分～12時

みんなで一緒に楽しくつくりましょう/対象=一般/費
用=400円（保険料込）/持ち物=エプロン・三角巾・
自分用のお手拭き

中央公民館
☎23-0163　
茂原レクリエーション
協会　湊

� 写経会 毎月
第3日曜日 7時～9時

茶礼（抹茶を頂きながら懇談）の後、写経/対象=一般/
費用=500円（筆・墨・写経用紙・抹茶・お菓子代含む）
/HP=http://www.geocities.jp/ryobo_an_zazen/

臥龍山　両忘禅庵
JR本納駅徒歩8分

☎34-2355
両忘禅庵

�
夏の体験ボランティア
～この夏　最高の笑顔を
みつけてみませんか～

7月21日㊍～8月31日㊌
福祉施設ボランティア、放課後学童クラブ指導員補助、点字教室、手話
体験教室、七夕まつりの清掃ボランティアなど / 対象 = 小学4年生～ / 申
込方法 = 窓口・電話による申し込み

☎23-1969　
茂原市社会福祉協議会

� 第41回　コーラス部
定期演奏会 7月24日㊐ 14時開演

（開場13時30分）

第1部=エーデルワイス、野ばら他、第2部=ミュージ
カル「シンデレラ」、第3部=組曲「朝顔の苗」/対象
=一般/入場料=無料

東部台文化会館 ☎22-3378　
長生高校　山下

�
心臓病公開勉強会「人は
血管から老いる。動脈硬
化に気を付けましょう」

7月24日㊐ 10時～12時

講師=宍倉朋胤先生（宍倉病院副院長）、心臓病経験
者とのパネルディスカッション/対象=一般/入場料=
無料/申込方法=電話（26-0015）・FAX（24-3496）
による申し込み

茂原卸売団地会館
☎26-0015　
茂原を元気にする会　
横堀

� 第62回茂原七夕まつり 
飾り付け審査員募集 7月29日㊎ 11時～ 飾り付け審査員の募集/対象=中学生以上/定員=若干名/申込締切=7月8日

㊎/申込方法=事前受付 ☎22-3361 
茂原七夕まつり
実行委員会

（商工会議所内）�
第62回茂原七夕まつり 
装飾コンクールエント
リー者募集

7月29日㊎
～31日㊐

装飾コンクールエントリー希望者の募集/対象=一般/募集期間=7月1日㊎～8日㊎/申込方法
=専用用紙に記入し申し込み（電話申込不可）

� 0才からのクラシックコ
ンサート（第2回) 7月30日㊏ ①11時～ 

②13時30分～

弦楽四重奏。曲目=アイネ クライネ ナハトムジーク、
アンパンマンほか/対象=一般/定員=各回60人(要予
約)/費用=500円（中学生まで）、1,000円/その他=
おむつ替え・授乳コーナー有、sugaya-k@violin.ocn.
ne.jp

茂原昇天教会会館 
（茂原581） ☎23-2174　菅谷

�
てらこやプロジェクト
2016「16夏休みこども
エコキャンプ」

8月3日㊌
～4日㊍

（1泊2日）
7時～翌18時

房総の山の森や川の探検や生き物観察、飯盒炊飯、
夜 の 森 の 探 検 / 対 象 =4歳 以 上 ～ 中 学 生（ 未 就 児
は保護者同伴）/ 定員 =30人 / 費用 =4歳～中学生
11,000円、高校生以上13,000円 / 申込締切 =7月
20日㊌

県立清和県民の森

☎25-9964　
環境教育NPO　
PWプラスONE　
森川

� 第4回　夏の陶芸体験教室 ①8月10日㊌
②8月24日㊌

10時～12時
または
13時～15時

粘土を触って作品を作ろう。①作陶、②絵付け、釉か
け/対象=小学生以上で①、②両日参加できる方（先着
順）/定員=午前午後25人ずつ/費用=1,500円/申込
方法=電話による申し込み

千葉県生涯大学校
外房学園　

☎25-8228　
千葉県生涯大学校　
外房学園

� 国際交流バスツアー 8月25日㊍ 8時30分～17時

市内在住の外国人の方との交流を目的としたバスツアー。銚子市のしょうゆ工場見
学、ぬれせんべい手焼き体験他/対象=6歳以上/定員=30人（外国人15人、日本人
15人）/参加費=2,500円（一般）、2,000円（協会会員）、1,500円（小学生）/そ
の他=要事前申込・先着順

☎20-1651　
茂原市国際交流協会
事務局

会員募集・イベントコーナーの原稿についてのお願い
●会員募集・イベントとも内容を簡潔にご記入ください。　●連絡先は、日中連絡のとれる電話番号をご記載ください。
●会員募集は、公平性の観点から1団体年間2回以内の掲載とします。　●会員募集は、市内の公共施設等で活動している団体のみの掲載とします。
●イベントコーナーは広く市民に参加を呼びかけるものです。主催者の会員が主に参加者となるイベントは掲載をご遠慮ください。
★会員募集・イベントの転載については、主催者等に確認をお願いします。

●
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
直
接
各
代
表
者
へ
。

●
掲
載
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

秘
書
広
報
課
（
３
階
） 

☎
⒇
１
５
１
２
、  

Ｆ
⒇
１
６
０
１
へ
。

●
９
月
１
日
号
掲
載
の
原
稿
の
締
め
切
り
は
7
月
25
日
月
で
す
。
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水
盤
正
面
の
円
中
に
三
本
脚
の

烏
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
三
本

脚
の
烏
を
「
八や

た
が
ら
す

咫
烏
」
と
言
う
。

こ
の
八
咫
烏
に
つ
い
て
、『
古

事
記
』（
日
本
古
典
文
学
全
集
）
の

中
に
、

「（
前
略
）
今
、
自
天
遣
八
咫
烏
。

故
、
其
八
咫
烏
引
道
。
従
其
立
後

応
幸
行
」（
今
、
天
か
ら
八
咫
烏
を

遣
わ
し
ま
す
が
、
そ
の
八
咫
烏
が

先
導
し
ま
す
の
で
、
飛
び
行
く
後

に
つ
い
て
行
き
な
さ
い
と
申
さ
れ

た
）
と
あ
る
。

神か
む
や
ま
と
い
は
れ
び
こ
の
み
こ
と

倭
伊
波
礼
毘
古
命
（
後
の

神
武
天
皇
）
が
日
向
か
ら
天
下

を
治
め
る
土
地
を
探
す
べ
く
東

征
す
る
時
に
、
熊
野
に
お
い
て
、

高こ
う
も
く
お
お
か
み

木
大
神
が
「
天あ

ま
つ
か
み
み
こ

つ
神
御
子
」（
神

倭
伊
波
礼
毘
古
命
）
に
夢
の
教
え

を
与
え
先
導
役
に
八
咫
烏
を
遣
わ

し
た
と
い
う
。
よ
っ
て
八
咫
烏
は

パ
イ
ロ
ッ
ト
（
水
先
案
内
人
）
と

言
え
る
。

古
代
中
国
で
は
、
太
陽
の
中
に

金
鶏
が
棲
む
と
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
が
八
咫
烏
で
あ
る
と
言
う
。

祝
日
に
掲
げ
る
旗
竿
の
先
に

金き
ん
ぎ
ょ
く

玉
が
付
い
て
い
る
。
こ
れ
は
神

決
　
心�

�

山
本　

明
美

父
の
享
年
は
七
十
六
歳

母
は
享
年
七
十
七
歳

親
の
生
命
の
年
齢
は

自
分
の

生
命
の
目
安
と
考
え
て
い
る

大
病

寝
た
き
り

認
知
症
と
は
無
縁
で
あ
り
た
い

経
済
的
自
立

身
心
と
身
辺
の

清
潔
は
保
ち
た
い

　

が
努
力
だ
け
で

叶
え
た
い
結
果
は
得
ら
れ
な
い

全
て
が

き
れ
い
に
は
片
付
か
な
い

誰
に
も

先
の
予
測
は
つ
か
な
い

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
日

彼
岸
中
日
の
今
日
か
ら

終
活
を
始
め
る

面
倒
の
種
が

芽
吹
か
ぬ
よ
う

早
目
に
拾
っ
て
捨
て
て
お
こ
う

◎選評　斎藤正敏
　親の生命の年齢は誰もが気になるものです。彼岸ともなるとその感慨もひとしおです。彼岸の中日。
今日から終活をと思い立った作者ですが、平素から死生を想って生活すること。大事なことに思えます。

●偶数月は「俳句・短歌・川柳」を、奇数月は「詩」を掲載しています。
●投稿は楷書でお願いします。 作品・氏名にふりがなをふってください。
※俳句、短歌、川柳の原稿送付先
　〒297-8511  茂原市道表1番地  茂原市役所秘書広報課宛「文芸コーナー」と朱書きしてください。

武
天
皇
が
長な
が
す
ね
ひ
こ

髄
彦
征
伐
の
時
、
神

武
天
皇
の
持
つ
弓
先
に
舞
い
降
り

た
の
が
こ
の
「
金き

ん
し鵄

」
で
あ
る
。

こ
れ
は
金
色
に
輝
く
鳥
の
こ
と

で
こ
の
金
玉
は
金き

ん
う烏

を
意
味
し
、

金
烏
は
ま
た
、
太
陽
の
異
名
で
、

太
陽
に
棲
む
三
本
脚
の
烏
、
す
な

わ
ち
八
咫
烏
を
表
す
。

八
咫
烏
は
神
の
使
い
と
さ
れ
る

熊
野
神
社
の
眷け

ん
ぞ
く属

で
あ
る
。
眷

属
と
は
、「
神
の
使
い
」
ま
た
、

「
神し

ん
し使

」
と
も
言
わ
れ
る
。

本
宮
大
社
の
主
祭
神
で
あ
る

家け
つ
み
み
こ
お
お
か
み

津
美
御
子
大
神
は
八
咫
烏
を
眷

属
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
八

咫
烏
は
神
の
使
者
と
言
え
る
。
例

え
ば
伊
勢
神
宮
の
神
使
は
「
鶏
」

で
稲
荷
神
社
の
神
使
は
「
狐
」、

石
清
水
八
幡
宮
は
「
鳩
」
と
言
う

様
に
眷
属
を
表
し
て
い
る
。

烏
は
一
般
に
不
吉
の
鳥
と
さ
れ

て
い
る
が
、
方
角
を
知
る
の
で
、

未
知
の
地
へ
行
く
道
案
内
と
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
神
の
眷
属
に
対
す

る
概
念
は
、
古
来
、
神
は
我
々
の

目
に
は
見
え
な
い
存
在
で
あ
る
の

で
、
神
が
遣
わ
し
た
も
の
は
可
視

で
き
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
神
と

関
係
の
あ
る
意
志
を
示
す
、
と
い

う
よ
う
な
考
え
が
生
ま
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

『
豊
岡
村
史
』
に
は
、

「
孝
謙
天
皇
の
御
代
の
九
月

（
中
略
）
数
千
の
三
足
烏
諸
共
に

関
東
を
指
し
て
飛
び
去
り
ぬ
（
中

略
）
当
初
御
蔵
芝
の
郷
に
安
置
せ

り
、
三
足
烏
は
輪
名
目
五
郎
左
衛

門
畑
の
一
樹
に
棲
息
し
て
（
以
下

略
）」
と
あ
り
、
孝
謙
天
皇
の
代

（
※
）
に
、
三
本
脚
の
烏
が
御
蔵

芝
に
舞
い
降
り
て
棲
ん
だ
と
書
か

れ
て
い
る
。

そ
う
い
う
熊
野
神
社
の
社
伝
に

基
づ
い
て
若
者
衆
が
、
熊
野
神
社

の
眷
属
で
あ
る
八
咫
烏
を
水
盤
正

面
中
央
に
レ
リ
ー
フ
と
し
て
石
工

に
依
頼
し
、
刻
み
込
ま
せ
た
も
の

と
推
察
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
八
咫
烏
が
刻
ま
れ

て
い
る
水
盤
舎
は
大
変
貴
重
な
も

の
で
、
極
め
て
珍
し
い
も
の
と
言

え
る
。

※
第
四
十
六
代・四
十
八
代
の
天
皇
。

孝
謙
天
皇
と
し
て
の
在
位
期
間

は
、天
平
勝
宝
元
年（
７
４
９
）～

天
平
宝
字
二
年（
７
５
８
）。

�

茂
原
市
文
化
財
審
議
会
委
員

�

片
岡　

栄

文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
化
財
コ
ー
ナ
ー

Ｎｏ.357

御
蔵
芝
の
熊
野
神
社
に
つ
い
て（
三
）
平成28年７月
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　「STOP！電話de詐欺」。このフレーズは、千葉
県における振り込め詐欺の広報用名称で、一度は
耳にしたことがあるかと思います。この被害の実
情を広く地域住民の皆さんに知っていただくととも
に、地域の安全と安心を確保するために結成され
たコンビがミルキーウェイ（天の川）です。名前の
由来は、茂原が七夕のまちであることから付けら
れたそうです。ミルキーウェイは、通常勤務をし
ながら交通防犯キャンペーンの際などに、茂原警
察署安全安心推進広報担当官として活動。メン
バーは、交番勤務している地域課と生活安全課
の若手職員7人がそれぞれペアを組んで順番で講
演に向かいます。
　「大きな会場で講演した時は、さすがに緊張し
ました」と本音を語ってくれたのは樋口巡査。「コ
ントを披露し顔を覚えてもらえれば、それだけで
も周知に繋がる。観客が笑ってくれるし、被害が

減っているのが分かるのでやりがいがある」とメ
ンバー自身も楽しみながらコントを披露しているよ
うです。実際この活動が実り、茂原警察署管内の
平成28年中（5／31現在）の「電話de詐欺」発生
件数は6件、被害総額8,532,900円と昨年の同時
期より5件、11,426,494円減っています。
　最後に関場巡査は、「みなさんの心に響くような
コントを披露し、電話de詐欺を無くせれば」と目
標を語ってくれました。ミルキーウェイは、コント
の腕をさらに上げて皆さんの前に現れます。地域
住民の安全安心のために自分とも戦い続ける、笑
顔が素敵なメンバーです。

▶迫真の演技をみせる犯
　人役の関場巡査（左）と　
　被害者役の樋口巡査（右）

いきいき
仲 間 たち

茂原警察署安全安心推進広報担当官
ミルキーウェイ

この笑顔に
ピンときたら・・・

防災・防犯に関する情報を携帯電話にメールで配信

もばら安全安心メールを
　　　　　　ご利用ください

◆パソコンやスマートフォンからは、
　「茂原市公式ウェブサイト」→「もばら安全安心メール」
◆スマートフォン以外の携帯電話からは、
　右の二次元コード

登 録

※高齢者等を対象に、防災情報を自宅の電話・ファックスに配信するサービスも行っています。
　お問い合わせは、総務課☎（20）１５１９、Ｆ（20）１６０２

フリーアクセス　　しみんは　　１ １ ９

●携帯電話、
　 P H S からは

災害情報確認

【利用例】
●NHK総合テレビのデータ放送⇨
　「dボタン」⇨「地域の防災・災害情報」
　⇨「避難情報」で確認。

●Yahoo!Japan⇨「天気」⇨「避難情報」
　⇨「都道府県を選択」⇨「千葉県」で確認。

《内科系》 《外科系》

７月３日㊐ 茂 原 中 央 病 院
☎24ー1191

宍 倉 病 院
☎24ー2171

７月10日㊐ 豊栄元氣クリニック
☎40ー4884

宍 倉 病 院
☎24ー2171

※都合により、変更する場合があります。救急患者の方が優先となります。

中央消防署指揮情報係☎ Ｆ へお問い合わせください。

こ ど も 急 病 電 話 相 談　　実施：千葉県
お子さんの急な病気で心配なとき、看護師・小児科医が電話でアドバイスします。

（プッシュ回線・携帯電話）

●防災行政無線が
　再確認できます ０１２０（４３８）１１９

☎０４７５（２２）７２９０

19時〜翌6時


